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『ヤマネコ毛布』 
 

山福朱実作･画 
(復刊ドットコム) 

 
 

 森のヤマネコが、「旅に

出る」と決めました。それ

を聞いたハリネズミが、思

い出を刺繍した毛布を贈

ろうと仲間に呼びかけま

す。良いことも悪いことも

全部縫い込まれた毛布に、

思わず泣いてしまいます。 

『りゆうがあります』 
 

ヨシタケシンスケ作･絵 
(PHP 研究所) 

 
 

 人前でも気にせず鼻を

ほじってしまう悪い癖に

は、ちゃんとした理由を作

ってしまいましょう。もし

かしたら、大人も納得して

注意しなくなるかもしれ

ません。できれば、悪い癖

は早く直しましょう。   

新着図書 

・北海道の蝶と蛾 

昆虫図鑑 （堀繁久 著） 

・あるぱかファン 

（辰巳出版 発行） 

・乙女の家 （朝倉かすみ 著） 

             ほか 

 

 


